
●車体外観
  （窪川方）   （宇和島方）

●車体正面・側面図

←窪川 宇和島→

約110cm

立体感を出すために影を描き、ライト

部分は黄色く塗っています。

進行方向が宇和島方面の場合、前照灯部

分に赤色のプラスティック板を挿入して後

部標識灯に切り替えます。

アイボリー（白色）のラッピング 青色のラッピング

運転席から斜め下前方の視界を確

保し、空気抵抗を軽減するため、

メッシュ加工となっています。



●車両形式図



●内装（窪川方より）

ロングシート

カーテン

●乗車記念プレート

●シンボルマーク

●大型ショーケース

●席番表示

●高級感ある黄金色のフレーム

●半円筒状のショーケース

●窓間の小型ショーケース

●運賃表

●０系新幹線で実際に使用した転換シート

●青焼きをイメージした車両の図

●走る列車や四国をイメージした柄



●床面の解説

讃岐鉄道が、１８８９年（明治２２年）５月２３日に多度津～丸亀・琴平間の鉄道路線を開業した

際、投入したドイツのホーエンツォレルン製のＡ１形タンク機関車の図面です。この機関車は

７両製造され、後に山陽鉄道に合併後は２９形となり、その後の国有化によって鉄道院６０

形となりました。

昭和初期に、２両が新京阪電鉄（現、阪急電車）に譲渡され軌間１４３５mmに改軌され、３両が

八幡製鐵所に譲渡され九州の製鉄工場や炭鉱線で使用された記録が残っています。また、

残り２両は国鉄に残り、１９５０年(昭和２５年）頃まで活躍しましたが、最終的には奈良機関区

に所属していたようです。なお、１９６５年(昭和４０年）頃までに、７両全ての機関車が解体さ

れています。

元資料

ＪＲ四国のルーツとなる「讃岐鉄道Ａ１形タンク機関車」

の形式図を青焼きのイメージで仕上げました。

車内のカーテンにも同機関車のイ

ラストがあしらわれています。


